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議
会
報
告
会

■政務活動費
議会として要求していくのか。

現在、議会活性化特別委員会で検討中であり、まだ決定していない。
（後日の特別委員会で今任期中には導入しないと決定しました。）

（市民のご意見）
●活動費は必要だ。必要なことをきちんとやり、活動費の効果が正確に
見えるプロセスにする。「上様」領収証は使用しない、年額の上限を
決める、領収証添付で実績払い、領収証公開、支出の妥当性のチェッ
ク体制、の条件付きで。
●議会が執行部をどうチェックしたのか報告できるまで、反対だ。
●政務活動費は今の時代に逆行している。やるなら、領収証をきちんと
出し、事後実費払いで。

答
問

■一般質問の質問回数

§各常任委員会から報告した事業

一般質問回数に個人差がある。あまり
質問しない議員は市民のためにどのよ

うに働いてくれているのか、わかりにくい。
議会傍聴者が非常に少ないので、議会
に関心を持っていただきたい。

（市民のご意見）
●一般質問が全てではないと思うが、質問する場があ
るのに 10 年で１回か２回しか一般質問しないので
は議員の資格はないのでは。
●議員が質問するしない、議員の活動をどうするかは
我々選挙民である。判断は選挙民に委ねればよい｡答

問

教育福祉常任委員会
①小中学校空調設備設置事業
・平成27、28年度で全小中学
校の空調設備設置、事業費は
約５億8457万円と報告。

②下野市の保育園設置状況
　待機児童ゼロを目指して
・保育園及び認定こども園の設
置状況、平成28年９月末現
在の待機児童数を説明。

※資料配付のみ
・下野市の介護施設
・大松山運動公園整備事業

経済建設常任委員会
①三王山ふれあい公園整備事業
・公園整備計画の見直し内容、
28年７月に一部供用開始した
部分と今後の課題について。

②農業後継者育成事業及び担い手
育成事業の補助内容を説明

③商工業者への支援事業と商工会
補助について内容を説明

※資料配付のみ
・（仮称）石橋地区都市農村交
流施設

総務常任委員会
①市内公共交通運行事業
・基本方針、デマンドバス「お
でかけ号」の利用状況、委託
費などを説明。

②｢下野市地域防災計画｣及び｢下
野市備蓄マニュアル｣と本市の
備蓄状況
・現在、新庁舎付属棟、旧国分
寺庁舎、薬師寺コミュニティ
センターの３防災倉庫の備蓄
状況と今後の課題について。

※資料配付のみ
・下野市洪水ハザードマップ 他

　去る10月29日午後２時より、市庁舎大会議室にお
いて議会報告会を開催しました。土曜日の午後でした
が、41名の市民の皆様のご参加をいただきました。
　また、これまでの反省を踏まえ、意見交換の時間を
長く確保したことで、活発な意見交換をすることがで
きました。今後の議会活動の参考と致します。ありが
とうございました。

皆様の声をお聞きします皆様の声をお聞きします皆様の声をお聞きします

告会告会告会 を開きましたを開きました
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議
会
報
告
会

■思川開発事業
市長が県に回答するまでに、議会としてどのよ
うな検討がされたのか。議会で議論して欲しい。
一般質問で取り上げた議員はいたが、議案と
して議会に提案されておらず、審議していな

いので、回答できない。地盤沈下や硝酸態窒素の問題、
100％地下水依存がよいのか、など調査研究していか
なければならない。今後、勉強会などもふまえて検
討する。

答
問

■障がい者福祉
養護学校を卒業した子どもの受け皿はどのようか。共用施設、
作業施設、グループホームなどの実態を知りたい。
市内の通所施設として、はくつる会やエール、なのはな・すみ
れ作業所などがあるが、施設が足りていると思ってはいない。

今後、議会としても充実を目指していく。

緊急医療の関係で、障がい者を持っている家族に何かがあった
とき、子どもを預けられる体制はどのようか。
グループホームの存在と合わせ調査の上、後日回答する。
（後日、質問者に書面で回答しました。）

答
問

答
問

■保育事業

意見交換会を実施（２月18日）意見交換会を実施（２月18日）

公設保育園、保育園、幼稚園、認定こども園の違いは何か。
保育士の確保に金額面で遅れをとったのはなぜか。
少子化に伴う子ども数減少と０～３歳児の保育園不足
解消のため、認定こども園制度が始まった。市は私立

幼稚園に認定こども園の開設を促し、（幼保連携の）認定こど
も園に移行した。しかし、出産後早期に仕事復帰を望む人が
ふえており、保育士確保が課題となっていることから、自治
体間での賃上げ合戦がある。

●三王山ふれあい公園とふれあい館が連携してＰＲに努め、
収益性を高めて欲しい。
●新庁舎が完成して庁舎３箇所から１箇所になって半年が過
ぎたが、職員間の情報共有が十分ではない。議会も検証を
して欲しい。

今年度は、もう一回、２月18日（土）10時から、参加
自由（事前申込不要）の議会意見交換会を行います。
意見交換の結果については、次号で報告します。

答
問

このほか、下記についてもご意見をいただきました。

身近な議会をめざして身近な議会をめざして身近な議会をめざして

～市民の皆さんから寄せられた
　　質問やご意見を紹介します～

んから寄せられた

議会報議会報議会報
市民 皆

第４回第４回
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12
月
20
日
、
議
会
特
別
会
議
室

に
お
い
て
石
橋
地
区
消
防
組
合
の

救
急
救
命
士
に
よ
る
「
普
通
救
命

講
習
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

救
命
に
必
要
な
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
重
要
性
・
正
し
い
使
用
法
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
人
工
呼
吸
法
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
止
血
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

普
通
救
命
講
習
を

　
　

受
講
し
ま
し
た

40歳代
１人

50歳代
１人

60歳代
９人

70歳代
９人

80歳代
２人

未記入
１人

〇回答者の年代
下野市在住
22人

未記入
１人

〇下野市との関係

良い
87.0%

どちらともいえない
4.3%

悪い
0%

未記入
8.7%

〇開催時期、時間帯について

よい
87.0%

※いただいたご意見どちらともいえない
4.3%

悪い
4.3%

未記入
4.3%

〇開催場所について

年１回でよい
26.1%

年２回
47.8%

年３回
13.0%

未記入
13.0%

〇開催回数について

「もっと身近な場所。少人数でないと意見が少ない」
「場所を変えて。各地区公民館で」

評価する
95.7%

※いただいたご意見未記入
4.3%

〇開催したことへの評価

「初めての参加だがよかった」「議会活動内容を議員自ら周知することに意味が
ある」「開催し続けることに意味がある。内容は改善していけばよい」

わかりやすい
34.8%

※いただいたご意見どちらともいえない
30.4%

わかりにくい
4.3%

未記入
30.4%

わかりやすい
60.9%

どちらともいえない
21.7%

わかりにくい
0%

未記入
17.4%

〇説明の内容について

「パワーポイントを使った三王山公園の説明が　
よかった」

※いただいたご意見
〇配布資料について

「単なる説明。これまでの経緯、今後のあり方が
具体的でない」「部分的」

※いただいたご意見
〇内容についての今後の希望

「議会がどのように討論したのか、どのように行政にアタックしたのか、その結果どうなったのか知りたい」「資
料は読めばわかる。どのような問題、課題があるのかを議員の言葉で話してほしい」

〇そのほかのご意見
「後半の意見交換をもう少しうまく運営してほしい」「（市長の）タウントークと変わらない、議会か執行部か分か
らない説明」「30～ 50 代の若い人が議員になれないのは参加しやすい仕組みになっていないから。夕方６～９時
に議会を開くなどの工夫が必要。議員を専業というのは無理がある」「９月議会の話が中心だった。もっと議会全
体を知りたかった」

※いただいたご意見議会は役割を果たしている
どちらともいえない
役割を果たしていない

未記入

34.8%
26.1%
8.7%
30.4%

期待している
どちらともいえない
期待していない
未記入

65.2%
4.3%
0.0%
30.4%

〇市議会の現状について

「議会は何をしたのか説明がない」「市議会によって何か改善したの
か？」「本当に討議しているのか？行政の話を聞くだけなのでは？」「市
民の代表であるという意識をもっと持って」

※いただいたご意見
〇市議会への期待

「住みやすい街にしてほしい」
「国や県のいいなりでなく、市独自の方針を出してほしい」

議会報告会  アンケート結果議会報告会  アンケート結果 23名の方から回答をいただ
きました。
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懇

談

会 英
語
教
育
に
つ
い
て

議
員「Ａ

Ｌ
Ｔ
６
名
、
Ｊ
Ｔ
Ｅ
１
名
で
は
負
担
が
か
な

り
大
き
い
。
Ｊ
Ｔ
Ｅ
を
ふ
や
し
た
り
、
Ｖ
Ｅ
Ｔ
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
英
語
講
師
）
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。」

永
山
教
育
委
員
長

「
こ
れ
か
ら
の
英
語
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
教

員
だ
け
で
す
べ
て
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、

地
域
で
つ
く
る
学
校
と
い
う
発
想
の
下
、
地
域
の

方
々
の
力
を
お
借
り
し
て
英
語
力
を
伸
ば
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。」

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

議
員「小

学
校
高
学
年
に
な
る
と
個
人
差

が
大
き
く
出
て
く
る
と
思
う
。
教
育
課

程
を
全
て
マ
ス
タ
ー
す
る
子
も
い
れ

ば
、
逆
に
、
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
子

も
い
る
の
で
は
。」

池
澤
教
育
長

「
小
中
一
貫
教
育
の
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
校
長
会
等
で
話
し
た
の
は
28
年
か

ら
で
あ
る
が
、
小
中
連
携
教
育
と
し
て

約
10
年
、
各
学
校
に
担
当
者
を
置
い
て

交
流
を
図
り
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の

た
め
中
学
校
区
ご
と
に
相
互
乗
り
入
れ

授
業
や
先
生
同
士
の
情
報
交
換
も
行
っ

て
い
る
。
児
童
の
生
活
の
様
子
は
管
理

職
同
士
の
情
報
交
換
等
の
機
会
を
設
け

て
い
る
。」

市
教
育
委
員
会
と
懇
談
し
ま
し
た

市
教
育
委
員
会
と
懇
談
し
ま
し
た
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

11
月
17
日
、
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、
市
教
育
委
員
会
委
員
お
よ
び
池
澤
教
育
長
と
「
小
中

一
貫
校
」「
英
語
教
育
」
に
つ
い
て
施
策
の
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
が
目
指
す
も
の
は
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
に
加
え
、
基
礎

学
力
の
定
着
、
健
康
及
び
体
力
の
維
持

向
上
、
豊
か
な
心
の
育
成
、
人
や
社
会

と
関
わ
る
力
の
育
成
、
職
業
人
と
し
て

の
基
礎
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

下
野
市
で
は
、
中
学
校
で
年
間
１
４
０
時
間
（
週

４
時
間
）
英
語
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
校
で
は
５
・６
年
生
で
年
間
35
時
間
（
週
１
時
間
）、

３
・
４
年
生
で
20
単
位
、
１
・
２
年
生
で
10
時
間
実
施

し
て
い
る
。
人
材
面
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

６
名
、
Ｊ
Ｔ
Ｅ
（
日
本
人
英
語
指
導
員
）
１
名
を
雇

用
し
、
授
業
の
ほ
か
英
語
イ
ベ
ン
ト
や
教
員
向
け
研

修
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
今
後
、
英
語
教
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
英

検
の
検
定
料
補
助
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
よ
り
32
年
度
か
ら

は
小
学
校
高
学
年
で
年
間
70
時
間
、
英
語
が
教
科
と

し
て
実
施
さ
れ
る
。

11 月

12 月

１月

２日　小山広域保健衛生組合議会定例会
４日　議会活性化特別委員会・議員全員協議会
７～８日　議会運営委員会視察（八戸市・十和田市）
　　　　～議会改革の取り組みについて　ほか～
９日　福島県須賀川市議会視察来庁
　　　　～議会広報について～
　　　栃木県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会
14日　経済建設常任委員会
15日　宮城県富谷市議会視察来庁
　　　　～下野市児童表彰の実施について～
16日　教育福祉常任委員会
　　　千葉県八千代市議会視察来庁
　　　　～新庁舎建設について～
17日　教育福祉常任委員会と教育委員会の懇談会
17～18日　総務常任委員会行政視察（奥州市・花巻市）

～環境基本計画における協働の取り組みにつ
いて・地域コミュニティを活用したまちづく
りについて～

18日　県央６市議会議長会議
22日　議会運営委員会・議員全員協議会・議会だより

編集委員会
24日　議会だより編集委員会

30日　議会運営委員会
30日～12月14日　第４回定例会

１日　正副委員長会議
５日　議員全委員協議会・議会活性化特別委員会
12日　議会運営委員会・議員全員協議会
14日　議会だより編集委員会
20日　普通救命講習会
22日　石橋地区消防組合議会定例会

10日　議会だより編集委員会
20日　奈良県大和郡山市議会視察来庁
　　　～新庁舎建設について～
24日　議会だより編集委員会
25日　滋賀県湖南市議会視察来庁
　　　～自治会振興費交付金におけるごみステーショ

ン・消火ホース格納箱等の新設及び維持管理に
ついて～

26日～27日　議会だより編集委員会視察
　　　　　（大津市、彦根市）～議会広報について～
30日　議会だより編集委員会

議 　 会 　 の 　 動 　 き
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第
４
回
定
例
会

■
一
般
会
計
補
正
予
算

南
河
内
児
童
館
の
改
修
内

容
と
み
な
み
か
わ
ち
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
移
転
後
の
活
用
策

を
問
う
。老

朽
化
と
雨
漏
り
対
策
と

し
て
屋
根
、
外
壁
の
修
繕

と
空
調
機
器
の
更
新
を
行
う
。
今

回
は
実
施
設
計
、
来
年
度
に
改
修

工
事
を
行
う
。
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
移
転
後
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
の
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
拠

点
、
認
知
症
カ
フ
ェ
会
場
等
に
活

用
す
る
。

■
都
市
農
村
交
流
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

指
定
管
理
者
と
な
る
者
の

見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。地

元
組
織
が
行
う
こ
と

で
、
地
域
の
特
性
や
特
色

を
生
か
し
た
管
理
運
営
が
で
き

る
。
現
在
、
設
立
準
備
を
進
め
て

い
る
地
元
の
企
業
組
合
に
お
願
い

し
た
い
。

■
石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設

整
備
事
業
分
担
金
条
例

分
担
金
を
支
払
う
受
益
者

は
誰
か
。
そ
の
額
は
い
く

ら
か
。

施
設
を
使
用
す
る
地
元

組
合
を
受
益
者
と
し
、
交

流
棟
建
設
に
要
す
る
経
費
の
一

部
、
約
１
６
０
０
万
円
の
分
担
金

を
求
め
る
。

中
大
領
地
内
に
建
設
を
進
め
て

い
る
都
市
農
村
交
流
施
設
に
つ
い

て
、
名
称
や
休
業
日
、
指
定
管
理

者
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
ま

し
た
。

【
施
設
名
称
】

石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設

【
位
置
】

中
大
領
６
８
７
番
地

石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設

の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

分
担
金
の
納
付
義
務
者
や
徴
収
方

法
な
ど
の
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

○
南
河
内
中
大
規
模
改
修
事
業

３
億
２
４
０
３
万
３
千
円

一
期
工
事
と
し
て
校
舎
東
側
を

施
工
。

○
南
河
内
東
体
育
館
耐
震
補
強
・

改
修
事
業

８
１
１
９
万
２
千
円

○
債
務
負
担
行
為
補
正

平
成
29
年
度
か
ら
自
転
車
駐
車

場
３
箇
所
、
石
橋
地
区
都
市
農
村

交
流
施
設
を
指
定
管
理
者
に
委

託
、
グ
リ
ム
保
育
園
の
給
食
調
理

業
務
を
委
託
す
る
た
め
、
３
年
間

の
限
度
額
を
設
定
し
た
。

自
転
車
駐
車
場
３
箇
所

８
４
１
０
万
円

石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設

２
２
５
０
万
円

グ
リ
ム
保
育
園
給
食
調
理
業
務

４
４
８
０
万
円

水
道
事
業
会
計

○
継
続
費
補
正

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
水
道
事
業

経
営
戦
略
策
定
業
務
委
託

５
３
７
５
万
９
千
円

委
託
期
間
を
平
成
28
年
度
か
ら

30
年
度
の
３
か
年
と
す
る
。

平
成
28
年
度
５
会
計
の
補
正
予

算
案
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
に

可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
で

は
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
よ

る
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の

追
加
や
各
種
国
・
県
支
出
金
の

決
定
な
ど
に
よ
り
、
予
算
額
に

６
億
５
５
９
１
万
円
を
追
加
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
歳
出

○
国
分
寺
東
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

事
業

６
４
８
２
万
３
千
円

29
年
夏
休
み
期
間
に
施
工
。

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会

は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
14
日

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
28
年
度

補
正
予
算
案
５
件
、
条
例
の
制

定
・
一
部
改
正
・
廃
止
案
11

件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案
４
件

の
計
20
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ほ
か
、
専
決
処
分
１
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

国
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
案
１

件
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳

情
に
つ
い
て
は
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員

が
市
の
対
応
や
考
え
方
を
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

平成28年平成平成平成2成28年28年8年 ４第４回

11月311月3030日 水（水水（水水）水）
～12月14～12月月2月14日 水（水水（水水）水）

平成28年 第４回

11月30日（水）
～12月14日（水）

平成28年 第４回

定 例 会定 例 会
11月30日（水）
～12月14日（水）

都
市
農
村
交
流
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設

整
備
事
業
分
担
金
条
例
の
制
定

条
例
条
例

問問問 答答答 総
括括
質
疑疑
質
括
質
括
総
括
総総総
括
質
疑

総
括
質
疑

平
成
28
年
度度

補
正
予
算
を
可
決

平
成
28
年
度

補
正
予
算
を
可
決

一般会計  

特別会計

会　　　　　計　　　　　名

■平成 28 年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

6億5591万0

6216万8

△1626万5

180万5

265億7265万4

67億2299万7

16億9929万1

4億3395万3

建設中の都市農村交流施設
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市
指
定
の
ご
み
袋
を
導
入
し
な

い
よ
う
求
め
る
本
陳
情
に
つ
い
て

は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
総

務
常
任
委
員
会
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
６
日

の
常
任
委
員
会
で
採
択
と
す
べ
き

と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
30
日

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
）

12
月
１
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

５
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

６
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

７
日
経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

８
日
経
済
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

14
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
、
表
決
）

第
４
回
定
例
会

会

期

日

程

市市市市
指指指
定定定
ごごご
みみみ
袋袋袋
ののの
導導導導
入入入
にに

関関関関
すすすす
るるる
陳陳陳
情情情
をををを
採採
択択択択

第４回定例会の審議結果第４回定例会の審議結果
議案70号

議案71号

議案72号

議案73号

議案74号

議案75号

議案76号

議案77号

議案78号

議案79号

議案80号

議案81号

議案82号

議案83号

議案84号

議案85号

議案86号

議案87号

議案88号

議案89号

陳情2号

発議3号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容
17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

16

17

17

17

17

15

14

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

2

3

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

可決

平成 28年度一般会計補正予算（第３号）

平成 28年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成 28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成 28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

平成 28年度水道事業会計補正予算（第１号）

都市農村交流施設設置及び管理に関する条例の制定

石橋地区都市農村交流施設整備事業分担金条例の制定

税条例の一部改正

都市計画税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

証人等の実費弁償に関する条例の一部改正

水道事業の設置等に関する条例の一部改正

物産館条例の廃止

自転車駐車場における指定管理者の指定

保健福祉センターきらら館における指定管理者の指定

市立図書館における指定管理者の指定

土地の取得

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正
市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
市職員の給与に関する条例及び市一般職の任期付職員の
採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について
市指定ごみ袋の導入に関する陳情

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書案の提出

南河内中学校校舎大規模改修事業など6億5591万円増の259億
1674万4000円。
医療費の増加など6216万8000円増の67億2299万7000円。
27年度消費税の納付額及び28年度国庫補助金の額の確定など
1626万5000円減の16億9929万1000円。
農業集落排水事業について公営企業会計移行事業費充当分を
補正。180万5000円増の4億3395万3000円。
水道ビジョン及び水道事業経営戦略策定業務委託について、
総額5,375万9,000円の継続費を追加（平成28～30年度）
都市農村交流施設の設置とその管理に関する事項を規定。
石橋地区都市農村交流施設整備事業に要する経費について、
徴収する分担金に関する事項を規定。
医療費控除の特例の創設や軽自動車税におけるグリーン化特
例措置の１年間延長など、地方税法等の改正に伴い、条例を
一部改正。
地方税法の一部改正に伴い、課税標準の特例措置（通称わが
まち特例）の対象を追加。
所得税法等の一部改正及び外国人等の国際運輸業に係る所得
に対する相互主義による所得税等の非課税に関する法律の一
部改正に伴い、条例の一部を改正。
農業委員会等に関する法律の一部改正により、引用条項を整理。
給水人口を６万5,063人から、下野市人口ビジョンに基づき
算出された５万8,200人に、１日最大給水量を２万6701立方
メートルから２万3,800立方メートルに改正。
天平の丘公園の淡墨亭について、物産館としてではなく各種
イベントの本部、公園の維持管理のための拠点として利用す
ることから本条例を廃止。
市内３駅にある自転車駐車場について、指定管理者を引き続
き「公益社団法人下野市シルバー人材センター」に指定。
きらら館の指定管理者を29年４月から「ＡＬＳＯＫ北関東綜
合警備保障・ビッグツリー共同事業体」に指定。
市内３図書館について、指定管理者を「図書館流通セン
ター・大高商事・藤井産業共同事業体」に指定。
大松山運動公園拡張整備事業用地の取得について議決。取得
面積１万3,247.77平方メートル、取得価格１億4,042万
6,361円。

特別職の職員の給与に関する法律の一部改正に伴い、法令に
準拠し期末手当を0.1月分引き上げ。
　
人事院勧告及び一般職の職員の給与に関する法律の一部改正
に伴い、勤勉手当の支給率改定、扶養手当の見直し。
市指定ごみ袋を導入しないよう求める。
なり手不足が深刻な問題となっている地方議会議員につい
て、厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう、国
に求める。

表決が分かれた議案の議員賛否状況

議会へ報告があったもの（表決はありません）
○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

議案85号
陳情2号
発議3号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
●
●

○
○
○

○
○
○

○
●
○

○
○
○

ー
ー
ー

○
○
●

○
○
○

○
○
○

●
○
●

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

市立図書館における指定管理者の指定
市指定ごみ袋の導入に関する陳情
地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書案の提出

議案等番号 案　　　　件　　　　名 内　　　　容
報告16号 専決処分の報告 豪雨による野球場土砂の宅地流入に係る損害賠償額14万5800円の決定及び和解。
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委
員
会
報
告

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

の
世
帯
、
日
中
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
が
対
象
と
な
り
、
応
募

が
多
数
の
場
合
は
、
貸
出
し
審
査

に
よ
り
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
き

た
い
。

申
請
の
あ
っ
た
も
の
は
２

団
体
、
２
か
年
事
業
で
あ

る
が
、
29
年
度
に
つ
い
て
も
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ン
ト
の
実
施
③
水
安
全
計
画

の
策
定
④
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
⑤
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
策

定
で
あ
る
。
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
職
員
も
携
わ
り
な
が
ら
、
基

本
的
な
方
針
、
方
向
性
を
決
め
、

デ
ー
タ
と
資
料
が
出
て
き
た
ら
、

何
度
も
協
議
し
作
業
を
進
め
る

考
え
で
あ
る
。

特
殊
詐
欺
撃
退
機
器
を
20

台
分
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
貸
出
要
件
、
対
象
者
な
ら
び

に
申
込
多
数
の
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

市
内
に
住
所
を
有
し
居
住

し
て
い
る
者
、
65
歳
以
上

元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事

業
は
、
30
年
度
に
県
の
事

業
が
終
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
今
年
度
に
申
請
が
受
理
さ
れ

た
も
の
は
継
続
で
き
る
の
か
。

28
年
度
か
ら
３
年
度
に
わ

た
っ
て
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
水
道
事
業
経
営
戦
略
策
定
を

業
務
委
託
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、

予
算
額
は
、
計
５
３
７
５
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
さ
れ
た
い
。

５
つ
の
業
務
が
あ
る
。

①
水
道
施
設
整
備
基
本
計

画
の
策
定
②
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

答 問 経済
建設
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

答

答

問問 総務

特
殊
詐
欺
撃
退
機
器 

（
補
正
予
算
）

経済
建設
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業 

（
補
正
予
算
）

実
績
、
内
容
等
に
特
に
問
題
も
な

く
、
料
金
収
入
も
若
干
上
が
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
非
公
募

と
し
た
。

分
寺
地
区
は
Ｊ
Ｒ
に
よ
り
地
区
が

東
西
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、消
防
団
と
の
協
議
に
よ
り
、

現
在
の
２
分
団
を
３
分
団
と
し
各

分
団
２
部
ず
つ
の
計
６
部
へ
の
再

編
を
計
画
し
て
い
る
。

少
子
化
に
伴
い
永
代
供
養

の
で
き
る
霊
園
墓
地
に
移

す
方
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
年

度
当
初
９
区
画
を
予
定
し
て
い
た

返
還
数
は
、
10
月
末
現
在
で
11
区

画
あ
っ
た
。
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

非
公
募
で
選
定
し
た
具
体

的
理
由
は
何
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
指
定
管
理
は
平
成

23
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

市
消
防
団
第
７
分
団
第
３

部
の
器
具
置
場
建
設
事
業

費
の
全
額
減
額
は
消
防
団
組
織
再

編
の
た
め
と
の
こ
と
だ
が
、
全
体

を
見
直
す
の
か
。

南
河
内
、
石
橋
地
区
の
再

編
は
終
了
し
て
い
る
。
国

市
営
墓
地
管
理
事
業
の
償

還
件
数
と
そ
の
理
由
を
伺

う
。
す
が
た
川
霊
園
に
は
、
樹
木

葬
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
永

代
供
養
墓
地
を
整
備
す
る
計
画
は

あ
る
か
。

総務

自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
指
定

総務

消
防
器
具
置
場
建
設
事
業 

（
補
正
予
算
）

総務

市
営
墓
地
管
理
事
業
償
還
金 
（
補
正
予
算
）

答

答

問問 答問
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委
員
会
報
告

建
て
替
え
る
場
合
と
の
比

較
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
て
替
え
の
場
合
、
規
模

的
に
20
億
円
以
上
か
か
る

の
で
、
改
修
を
考
え
て
い
る
。

け
る
事
故
防
止
や
事
故
後
の
検
証

の
た
め
の
た
め
の
カ
メ
ラ
設
置

費
用
へ
の
補
助
と
な
る
。
シ
ス

テ
ム
購
入
費
用
は
１
園
当
た
り

１
０
０
万
円
ま
で
、
カ
メ
ラ
設
置

は
一
箇
所
あ
た
り
10
万
円
ま
で
補

助
す
る
。

係
る
財
源
で
あ
る
が
、
年
度
内
に

工
事
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
国

の
補
助
か
ら
「
栃
木
県
安
心
こ
ど

も
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
」
に

切
り
替
え
た
。

補
正
計
上
さ
れ
た
３
億
２

４
０
３
万
３
千
円
は
第
一

期
工
事
の
金
額
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
全
体
的
な
費
用
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

第
二
期
工
事
と
合
わ
せ

て
約
５
億
５
千
万
円
と

な
る
。

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る

「
保
育
所
等
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
」
と
は
。

私
立
保
育
園
等
に
お
け
る

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
指
導
計
画
や
出
納

業
務
、
書
類
作
成
業
務
な
ど
に
使

用
す
る
シ
ス
テ
ム
購
入
、
園
に
お

当
初
予
算
で
１
億
５
０
１

万
１
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
全
額
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

交
付
金
は
幼
稚
園
に
お
け

る
認
定
こ
ど
も
園
整
備
に

過
去
５
年
間
に
お
け
る
最

大
給
水
量
を
も
と
に
負
荷

率
な
ど
を
掛
け
、
算
出
し
た
。

も
ら
う
が
、
当
初
は
経
営
収
試
算

の
状
況
か
ら
、
徴
収
し
な
い
方
向

だ
。
一
方
、
研
修
室
、
調
理
室
の

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
の
収
入
と
す
る
。

て
お
り
、
１
６
０
０
万
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

１
日
最
大
給
水
量
を

２
万
６
７
０
１
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
２
万
３
８
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
に
改
正
し
て
い
る
が
、

算
出
の
根
拠
は
。

加
工
施
設
、
直
売
施
設
、

軽
食
施
設
、
研
修
室
及
び

調
理
室
の
使
用
料
は
す
べ
て
、
指

定
管
理
者
が
市
に
支
払
う
の
か
。

加
工
施
設
、
直
売
施
設
、

軽
食
施
設
の
使
用
料
（
約

１
２
０
０
万
円
）
は
市
に
払
っ
て

納
付
さ
れ
る
分
担
金
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

分
担
金
は
初
年
度
に
一
括

納
付
と
い
う
形
で
協
議
し

答 問 教育
福祉
保
育
所
等
整
備
交
付
金
〔
国
庫
補
助
金
〕

 

（
補
正
予
算
）

答

答

答 問

問

問 教育
福祉
南
河
内
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業

 

（
補
正
予
算
）

教育
福祉
保
育
所
等
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

 

（
補
正
予
算
）

答問 経済
建設
石
橋
地
区
都
市
農
村
交
流
施
設
整
備
事
業

分
担
金
条
例

答

答 問問 経済
建設
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

経済
建設
都
市
農
村
交
流
施
設
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
計

上
さ
れ
た
事
業
の
う
ち
、
左

の
３
つ
に
つ
い
て
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
調
査
し
た
事
業

■
国
分
寺
東
小
学
校

　

（
ト
イ
レ
施
設
改
修
事
業
）

■
南
河
内
東
体
育
館

　

（
耐
震
補
強
・
改
修
事
業
）

■
南
河
内
中
学
校

　

（
大
規
模
改
修
事
業
）



問問
答

技術の進歩により手軽に高画質な映像を記録保存する
ことができるようになった。

ト
な
ど
で
公
開
す
る
こ
と
は
、

国
内
外
に
向
け
た
シ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル
ス
に
つ
な
が
る
。
だ

が
、
一
方
で
は
著
作
権
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
へ
の
配
慮

も
必
要
で
あ
り
、
課
題
が
多

い
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
し
て

発
表
で
き
る
体
制
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
市
民
が
撮
影
し
た
地
域

行
事
や
風
景
な
ど
も
、
ア
ー

カ
イ
ブ
と
し
て
保
存
し
て
い

く
こ
と
で
、
本
市
の
歴
史
文

化
を
振
り
返
る
貴
重
な
資
料

と
な
り
、
こ
う
し
た
資
料
を

イ
ベ
ン
ト
や
動
画
配
信
サ
イ

イ
ブ
ス
事
業
な
ど
の
事
業
を

行
う
か
伺
う
。

市
長

情
報
化
技

術
の
急
速
な
発
達
に

よ
り
、
博
物
館
な
ど
特
定
の

場
所
で
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
情
報
を
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
で
も
探
す
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
映
像
保
存
技

術
の
進
歩
に
よ
っ
て
高
画
質

に
記
録
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ

は
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光

市
内
で
行
わ
れ
た
行

事
を
公
文
書
等
で
現

在
記
録
し
て
い
る
が
、
市
内

の
歴
史
的
な
出
来
事
を
映

像
と
し
て
未
来
に
残
す
た
め

に
重
要
記
録
を
保
存
し
、
未

来
へ
伝
え
、
ま
た
そ
の
情
報

等
を
市
民
の
方
々
へ
伝
え
た

り
、
小
中
高
生
の
授
業
な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
ア
ー
カ

答

問

歴
史
文
化
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
情
報
を
発
信
す
る

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
事
業
に
つ
い
て
伺
う

議
員

大
島
昌
弘

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、
７
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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ほ
か
に
も
・
・
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
等
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

開
局
へ
向
け
て
調
査
、
検
討
を
進
め
る
。

問答
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般

質

問
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問問
答

答
問問

学校給食の調理のようす

必
要
だ
。
本
市
で
の
公
会
計

の
必
要
性
を
分
析
し
、
今
後

と
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

も
公
会
計
と
さ
れ
た
い
。

教
育
長

本
市
の
未

納
者
率
は
低
い
。
事

務
職
員
と
学
級
担
任
等
の
業

務
分
担
化
を
進
め
、
教
育
委

員
会
が
督
促
通
知
送
付
や
児

童
手
当
支
給
日
に
合
わ
せ
た

納
付
相
談
を
実
施
し
て
い
る

の
で
、
教
員
の
給
食
費
に
係

る
負
担
割
合
は
小
さ
い
と
思

わ
れ
る
。
未
納
者
に
対
応
す

る
に
は
適
正
な
債
権
管
理
も

る
。
28
年
５
月
末
で
の
未
納

者
は
10
人
、
未
納
額
は
約

31
万
５
千
円
、
未
納
の
理
由

に
は
保
護
者
の
規
範
意
識
欠

如
や
市
外
へ
の
転
居
が
あ
げ

ら
れ
る
。
過
去
５
年
間
の
確

認
で
き
た
消
滅
時
効
は
３
件

で
あ
る
。学

校
設
置
者
自
ら
が

給
食
費
の
徴
収
・
管

理
の
責
任
を
負
い
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
の
た
め
に

学
校
給
食
費
の
未
納

状
況
、
未
納
理
由
、

消
滅
時
効
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長

平
成
25
年

文
科
省
調
査
で
は
未

納
者
率
の
全
国
平
均
は
約

0.9
％
、
本
市
で
は
０
・
39
％

で
あ
っ
た
。
本
市
の
26
〜
28

年
の
３
か
年
平
均
で
は
約

0.2
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
い

答

答

問

問

本
市
で
の
必
要
性
を
分
析
し
、
調
査
研
究
す
る

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
を
求
め
る

議
員

村
尾
光
子

ＬＧＢＴについての読みやすい本が
たくさん出版されている

る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
じ
め
の

関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

教
育
長

い
じ
め
に

つ
い
て
は
各
中
学
校

区
ご
と
に
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
体
験
を
通
し
て
学

ん
で
い
る
。
教
職
員
も
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
と
い
じ
め
の
関
係
に
つ

い
て
、
今
後
、
勉
強
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
や
各
校
の
研
修
等
で
活
用

し
た
い
。教

職
員
に
対
す
る
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
研
修
な
ど

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

県
で
は
昨

年
度
、
今
年
度
と
も

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
特
化
し
た
研
修

会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も

は
い
じ
め
に
あ
い
や

す
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

文
部
科
学
省
が
今
年

４
月
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
―
の

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
教
育

現
場
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
を
記
し
た
教
職
員
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
表

し
た
。
市
内
の
小
中
学
校
の

教
職
員
に
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
る
か
。

教
育
長

配
布
は
ま

だ
し
て
い
な
い
が
、

下
野
市
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

今
の
と
こ
ろ
、
相

談
や
支
援
依
頼
は
な
い
。
し

か
し
潜
在
的
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
児
童
・
生
徒

が
い
る
こ
と
を
前
提
に
１
人

１
人
の
状
況
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

答

答

答

答

問

問

問問

人
権
意
識
を
高
め
、
校
内
で
の
共
通
意
識
を
図
る

本
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
は

議
員

中
村
節
子

※ＬＧＢＴ
　性的マイノリティのこと。Lはレズビアン、Ｇはゲイ、Ｂはバ
イセクシャル（男女どちらも恋愛の対象）、Tはトランスジェン
ダー（性別に違和感がある）。この４つにあてはまらないタイプ
もある。人口の約７％、13人に1人がＬＧＢＴともいわれている。

※

出
典

右
：
子
ど
も
の
未
来
社
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ん
で
も
聞

い
て
み
よ
う
中
・
高
生
が
知
り
た
い
ホ
ン
ト

の
と
こ
ろ
」
Ｑ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
＆
徳
永
桂
子
／
著

左
：
合
同
出
版
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

か
ら
だ
の
性
・
こ
こ
ろ
の
性
・
好
き
に
な
る
性
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人ReBit 

編/

藥
師
実
芳

笹
原
千
奈
未
古
堂
達
也
小
川
奈
津
己
著
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一

般

質

問

問問
答

問問
答

平成 25年３月に策定された環境基本計画

の
環
境
報
告
書
を
出
し
て
い

る
。
同
一
の
も
の
と
考
え
る

べ
き
。
内
容
も
「
環
境
の
状

況
」
と
「
施
策
の
実
施
状
況
」

が
ま
と
め
て
書
か
れ
、
遅
く

と
も
計
画
策
定
の
翌
年
か
ら

毎
年
出
さ
れ
て
い
る
。

市
長

副
市
長
を

ト
ッ
プ
に
し
て
、
皆

さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
報

告
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
る
。

開
し
て
い
る
。
ま
た
、「（
仮

称
）
し
も
つ
け
の
環
境
」
と

「
環
境
報
告
書
」
は
別
物
で

あ
る
。

現
在
公
開
さ
れ
て
い

る
資
料
は
、
環
境
報

告
書
と
呼
べ
る
ほ
ど
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
別

物
と
の
解
釈
は
違
う
の
で
は

な
い
か
。県
内
他
市
町
で
は
、

「
か
ぬ
ま
の
環
境
」「
環
境

に
っ
こ
う
」
等
と
い
う
名
称

し
た
報
告
書
」、
計
画
に
あ

る
「
環
境
報
告
書
」
を
い
つ

出
す
の
か
。
ま
た
、「（
仮
称
）

し
も
つ
け
の
環
境
」
と
「
環

境
報
告
書
」は
別
の
も
の
か
。

市
長
「
環
境
の
状

況
」
は
、
水
質
や
騒

音
の
測
定
結
果
と
し
て
年
１

回
、「
施
策
の
実
施
状
況
」

に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
作
成

さ
れ
た
報
告
書
の
原
案
を
年

１
回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

市
環
境
基
本
条
例
第

11
条
に
基
づ
き
、
計

画
期
間
10
年
の
環
境
基
本
計

画
が
平
成
25
年
３
月
に
策

定
・
実
施
さ
れ
、
今
年
は
４

年
目
に
入
っ
て
い
る
。
条
例

第
12
条
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
環
境
の
状
況
及
び
環
境
の

保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施

策
の
実
施
状
況
を
明
ら
か
に

副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
報
告
で
き
る
体
制
を
と
る

市
長
は
環
境
報
告
書
を
い
つ
出
す
の
か

答

答

問

問

議
員

磯
辺
香
代

た
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
に
お
い
て
住
宅
供
給

源
を
ふ
や
し
た
り
、
工
業
団

地
の
誘
致
も
考
え
て
い
る
。

題
。
本
市
の
魅
力
を
認
知
し

て
も
ら
う
た
め
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
中
で
あ

り
、
市
へ
の
移
住
希
望
が
今

年
度
２
例
ほ
ど
あ
る
。
若
い

人
た
ち
を
呼
び
込
む
に
は
住

宅
及
び
教
育
環
境
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
下
野
市
を
見
て
も
ら

う
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、
引

き
続
き
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
の
積
極

的
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
ま

性
を
持
っ
た
施
策
、
効
果
的

な
定
住
促
進
策
を
積
極
的
に

調
査
研
究
し
て
い
く
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ

に
20
万
円
の
家
庭
菜
園
の
助

成
の
み
で
あ
る
。
調
査
研
究

結
果
を
伺
う
。

市
長

市
の
人
口
増

減
率
は
県
内
５
位
だ

が
、
若
い
世
代
の
東
京
圏
へ

の
転
出
超
過
の
た
め
、
転
入

促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
課

東
京
圏
か
ら
の
新
し

い
人
の
流
れ
に
つ
い

て
27
年
６
月
議
会
で
子
育
て

世
代
の
人
口
増
、
住
宅
促
進

施
策
と
し
て
「
市
内
ア
パ
ー

ト
及
び
、
他
市
か
ら
の
転
入

者
の
戸
建
て
住
宅
へ
の
住
宅

減
税
等
々
、
何
ら
か
の
優
遇

策
の
採
用
を
」
と
一
般
質
問

を
し
た
。「
他
市
と
の
優
位

答

問

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
積
極
的
展
開
を
図
る

「
定
住
促
進
」
住
宅
購
入
の
際
の
優
遇
策
に
つ
い
て

議
員

塚
原
良
子

本市でも若い世代の東京圏への転出超過が見られる

1212
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問問
答

問問
答

ポンプ操法競技会のようす
自然災害時の出動が増えている

し
て
、
予
防
接
種
の
啓
発
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
費
用
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、

今
後
、全
国
や
県
内
の
状
況
、

関
係
機
関
の
見
解
等
を
踏
ま

え
、
消
防
団
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

市
長

消
防
団
員

は
、
奉
仕
の
精
神
で

地
域
防
災
に
従
事
す
る
貴
重

な
人
材
で
あ
り
、
家
族
や
友

人
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の

な
い
大
切
な
存
在
で
あ
る
。

破
傷
風
の
発
症
予
防
措
置
と

河
川
の
越
流
防
止
の
た
め
に

土
の
う
を
設
置
す
る
な
ど
、

徹
夜
で
の
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
洪
水

に
対
す
る
活
動
に
は
、
破
傷

風
な
ど
に
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
団
員
が
安
心
し
て
活

動
で
き
る
体
制
を
整
え
る
の

は
、
市
の
責
任
で
あ
る
と
思

う
。
予
防
接
種
に
対
す
る
補

助
を
強
く
要
望
す
る
。

昨
今
の
消
防
団
の
活

動
は
、
自
然
災
害
に

対
す
る
出
動
が
多
く
、
昨
年

９
月
９
日
に
発
生
し
た
関

東
・
東
北
豪
雨
の
時
に
は
、

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
住
宅

一
軒
一
軒
す
べ
て
を
回
り
避

難
の
呼
び
か
け
や
市
内
の
巡

回
、河
川
の
警
戒
を
実
施
し
、

浸
水
区
域
で
は
交
通
規
制
や

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

消
防
団
員
へ
の
破
傷
風
予
防
接
種
に
補
助
を

答

問

議
員

小
谷
野
晴
夫

中
学
三
年
ま
で
を
貫
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
な
ど

し
て
、
英
語
教
育
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。
懸
案

の
教
員
の
英
語
力
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
月
一
回
開
催
の

「
ゆ
う
が
お
カ
フ
ェ
」
や
サ

マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ

ス
ン
等
を
通
じ
、
研け
ん

鑽さ
ん

を
深

め
て
い
く
。

学
年
で
は
年
間
10
時
間
、
中

学
年
で
は
20
単
位
、
高
学
年

で
は
35
時
間
外
国
語
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
夏
休
み
に

は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
今
年
は

３
４
７
名
の
参
加
を
み
た
。

次
年
度
に
は
「
英
語
教
育
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
、
小
中
英
語
教

育
の
学
び
を
つ
な
ぐ
一
貫
教

育
へ
向
け
て
小
学
一
年
か
ら

な
理
解
と
協
調
が
不
可
欠
に

な
っ
て
い
る
。」
と
の
認
識

の
下
、
平
成
23
年
度
よ
り
、

小
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
、

高
学
年
で
「
外
国
語
活
動
」

が
必
修
化
さ
れ
た
。
下
野
市

の
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
の
状
況
、
課
題
、
将
来
へ

の
展
望
は
。

教
育
長

市
で
は
特

例
校
制
度
の
下
、
低

国
際
化
の
時
代
に

あ
っ
て
、
語
学
教
育

の
必
要
性
は
と
み
に
高
ま
っ

て
い
る
文
部
科
学
省
も
「
経

済
、
社
会
の
様
々
な
面
で
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展

し
、
人
・
物
・
情
報
・
資
本

な
ど
の
国
境
を
越
え
た
活
動

が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
下
、
国
際
的

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」を
発
足
さ
せ
、
充
実
を
は
か
る

下
野
市
に
お
け
る
小
学
校
英
語
教
育
の
今
後
は

答

問

議
員

野
田
善
一

平成 32年度には英語が小学校高学年で教科となる

※
Ａ
Ｌ
Ｔ

外
国
語
指
導
助
手
。

※

ほ
か
に
も
・
・
・

生
涯
学
習
文
化
課
を
分
離
し
、
文
化
財
の
活
用
を
。

文
化
財
行
政
に
特
化
し
た
課
が
必
要
と
考
え
る
。

新
年
度
か
ら
独
立
し
た
課
と
な
る
の
か
。

早
急
に
検
討
に
入
り
、課
の
設
置
と
な
る
の
で
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

問問答答
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行
政
視
察
報
告

▶議会改革の取り組みを視察（11月７日　青森県八戸市） （11月８日　青森県十和田市）▶議会改革の取り組みを視察（11月７日　青森県八戸市） （11月８日　青森県十和田市）

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

▶環境基本計画における協働の取り組み（11月17日　岩手県奥州市）
▶地域コミュニティを活用したまちづくり（11月18日　岩手県花巻市）
▶環境基本計画における協働の取り組み（11月17日　岩手県奥州市）
▶地域コミュニティを活用したまちづくり（11月18日　岩手県花巻市）
　奥州市では、「地球と共存する奥州（まち）」を目指し
策定された奥州市環境基本計画に基づき、市民によって
立ち上げられた奥州市環境市民会議「奥州めぐみネット」
を中心に協働の取り組みが実践されている。市は、環境
市民会議に環境基本計画の中の協働プロジェクトの実施
を委託し、環境市民会議は、年間を通じて積極的に様々
な活動を行っている。本市は、首都圏平野部にあるが、
美しい田園風景が広がり、歴史・文化に彩られた平地林も残されている。自然と環境を市
民が協働して保全することの意義および重要性は、奥州市と変わらないと考える。

　花巻市では、市内を 27 地域に分け、地域住民による自治組織「コミュニティ会議」が
組織されている。コミュニティ会議には、市から財源
支援として年間総額２億円の地域づくり交付金が交付
される。各地域の特性を生かしながら、発生する諸問
題に対し、迅速かつ地域の実情に合った対策が講じら
れ、行政では手の届きにくい地域の課題解決に大きな
役割を果たしている。本市においても、せまりくる少
子高齢・人口減少社会への対応、自主防災組織や地域
包括ケアシステムの構築等へ向けた「地域コミュニ
ティ」について検討する必要があろう。

奥
州
市
役
所
に
て

花
巻
市
役
所
に
て

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　八戸市議会では、23 年６月に議会改革検討委員会を
設置し、議員定数の削減や行政視察の見直し、議員報
酬の減額、議案及び委員会資料のホームページでの公
開などの取り組みが行われ、「八戸市議会基本条例」
を制定して議会改革推進委員会を設置、タブレット端
末の導入や議会報告会の開催などを行っている。

　十和田市議会では、23 年３月に議会改革特別委員会
を設置、市議会に対する市民の評価や意向を把握するため市民アンケートを実施し、また、
議会のあるべき姿や活動原則、議員の責務などについて大学教授や市民とともにパネル

ディスカッションを行った上で、政務活動費削減や日曜
議会の開催、正副議長選挙の所信表明などを規定した「十
和田市ひらかれた議会づくり基本条例」を制定している。
　アンケートで市民の評価を把握・分析することについ
ては、本市議会においても参考にしていきたい。また、
議案等のホームページ公開など両市議会の事例を参考
に、市民から信頼される下野市議会となるよう議会改革
に取り組んでいかなければならない。

八
戸
市
議
会
に
て

十
和
田
市
議
会
に
て

▶議会改革の取り組みを視▶▶議会議会会改革改革の革のの取り組み組みみをを視視察（11月７日　青森県八（11月７日　青青森森県八県八八戸
（11月８日　青森県十和（11月８日　青青森森県十県十十和

行政視察調査報告 各委員会で行政視察調査を
行いましたので報告いたし
ます。
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行
政
視
察
報
告

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

▶水道ビジョン（10月31日　静岡県三島市）
▶産業支援センター「ｆ-Biz」を視察（11月１日　静岡県富士市）
▶水道ビジョン（10月31日　静岡県三島市）
▶産業支援センター「ｆ-Biz」を視察（11月１日　静岡県富士市）
　三島市では人口減少社会の到来や大規模災害など、
環境の変化に対応するため、26 年３月に水道ビジョン
を改訂、「安全な水道水の供給」「災害に強い水道の構築」
「水道事業運営の持続」を基本方針に定めた。市民生活
への影響を最小限に抑えるため、施設の耐震化など災
害に強い水道を目指した施設整備を推進しているとの
ことであった。本市でも 30 年度までに水道ビジョンの
策定を予定しており、三島市の事例を参考に「安全」
かつ「強靭」で「持続」可能な水道事業を目指したビジョンの策定を求める。

　富士市では、中小企業の経営相談や創業支援を目的に 20 年８月、「富士市産業支援セン
ターｆ-Ｂiz」を開設。相談者数は年々ふえ続け現在年間約 4,000 人を超え、また、企業再

生力も高いことから、政府もこの「ｆ－Ｂiz」を中小企業
支援のモデルにしているとのことであった。相談者に対
しては、経営の問題点を指摘するのではなく、生かしき
れていない企業の強みを伸ばす具体的な提案をすること
が大切とのことである。本市も 27 年度に「創業支援事業
計画」を策定し中小企業や創業者支援の取り組みを実施
しているが、経営相談や創業支援のためのノウハウを持っ
た人材等の確保について、今後検討していく必要がある。

▶公立保育園の民営化（10月17日　愛知県瀬戸市）
▶英語教育の先進地を視察（10月18日　岐阜県大垣市）
▶公立保育園の民営化（10月17日　愛知県瀬戸市）
▶英語教育の先進地を視察（10月18日　岐阜県大垣市）

三
島
市
役
所
に
て

ｆ‐

Ｂ
ｉ
ｚ
に
て

　瀬戸市では、保育サービス充実のため保育所整備計
画を重要施策に位置づけた。ゼロ～２歳児の受け入れ
枠を大幅に拡大して待機児童の解消をはかるととも
に、公立保育園の民営化に着手、平成 25 年から今年
度までに計７園を民営化した。民営化の実施に当たり、
保護者へのアンケートの実施や質問の受け付け、事業
者の候補者情報の提供などきめ細かな対応をされてい
た。このように、民営化に対し保護者や地域住民との
合意形成を得るのためには、丁寧かつ誠実に事業を進めていくことが肝要と思われる。

　大垣市では 10 年以上継続して英語教育に力を注いでいる。英検ジュニア検定や英語体
験型ワークショップの実施、学習時間を 45 分・15 分・
15 分・15 分と小分けにする「モジュール授業」の採用、
教員研修やワークショップの企画立案にＡＬＴ派遣
会社を活用するなど、新たな試みを積極的に導入し
ている。小学校英語教育は平成 32 年度から正式教科
となることから、下野市においても、負担がふえる
教員や子供達を十分にサポートできる体制を確保の
上、英語教育の向上に効果的なものについては積極
的に取り組まれたい。
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議会だより編集委員会が視察を受けました議会だより編集委員会が視察を受けました議会だより編集委員会が視察を受けました 11月９日
　福島県須賀川市議会
　議会広報常任委員会

11月９日
　福島県須賀川市議会
　議会広報常任委員会

11月９日
　福島県須賀川市議会
　議会広報常任委員会

　11 月９日に須賀川市議会から、「議会だより」についての
視察視察を受を受け入け入れまれましたした。市。市議会議会議員議員８名８名、議、議会事会事務局務局１名１名のの
９名の視察団でした。今まで、下野市では市としての視察は
ありありましましたがたが 議、議会だ会だよりよりにつについていての視の視察は察は初め初めてでてですす。
　村尾委員長が、まず、下野市の議会だより編集の役割分担、
スケスケジュジュ ルール 最、最近受近受けたけたばかばかりのりの広報広報クリクリニッニックのクの結果結果にに
ついての説明をしました。
　そして、質疑応答。須賀川市では、これまで、一般質問に
関する記事は全く掲載しておらず、2017 年からの掲載を予
定しているため、一般質問の原稿、写真などについての質問
が多く出ました。他にも活発な意見交換がされました。
　視察に来ていただくということは、何か学ぶべきことがこ

こにこにあるあるといというこうことでとで、こ、こつこつこつとつとやっやっていているこることがとが少し少し認め認められられた気た気持ち持ちになになりまります。す。これこれからからも、も、真真
に編集作業に当たっていきたいと思います。（中村）
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開会予定
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次号（第 44 号）は５月 15 日に発行します

下野市議会だよ
１部あたりの印刷
製本費は約 13 .1円
です。


